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薫風の候、とても爽やかな季節になりました。皆様いかがお過ごしでしょうか。 

桜の後もあちこちで野の花々が目を楽しませてくれています。 

上不動区では 4/18 の新茶初入札を前に「茶
ちゃ

祖
そ

・新兵衛
し ん べ え

さん祭り」が開催され、 

あの急坂の上の会場には2 年ぶりに多くの来賓が集まり、お茶栽培法伝授への感謝 

を伝え、今後の販路拡大を祈念されました。帰り道には上不動区の宮田英敏様ご夫妻 

のしゃくなげ園に立ち寄り、芝桜から野生のハコベの花まで、ミツバチになったよう 

な気分で花から花へと目移りしながら楽しませて頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のお花 

（ツツジ科） 

花言葉：威厳、荘厳、危険、警戒 

元々ヒマラヤの高山植物であるしゃくな

げは、採取に「危険」を伴うこと、また

高山の奥地に咲いている様子から「威

厳・荘厳」の花言葉がつけられていま

す。その生息環境から、なかなか目にす

ることができない・手の届かない存在を

表す「高嶺の花」は、しゃくなげを指す

と言われています。   

 

令和 4 年４月 26 日発行 

２０２2  第 55 号  (１) 

 

 

⇧頌徳碑（しょうとくひ）を前に吉村新兵衛翁の功績を偲ぶ

市長、上不動区長(左)、茶業関係者、不動地区区長の皆様。 

 

ご縁深い白石町からのご住職。⇧

林に読経と小鳥の声が響きます。 

 景観美化と田の栄養補給を兼ねて蒔いて頂いている

れんげ草の種。34 号線沿いの景色を毎年楽しみに

して頂いているのですが、今年は発芽しない所が大

半を占め、不動地区でも案内看板の設置を断念しま

した。一部ではこんなにきれいに咲いたのですが、

農家の方曰く「自然相手だからそんなこともある

よ」とのこと。寛大です！もうすぐ田起こし、良い

土壌に丈夫な稲が育ちますように。（4/25 撮影） 
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４月 8日に発行された「轟･大野原コミュニティ運営協議会令 

和 4 年度定期総会」の書面議決は、代議員４０名様のご協力を

頂き、４０票中、〆切までに回収できた３７票の全議案賛成の

結果を以て４月２2日付で承認されました。（○1 令和 3 年度事業

報告・○2 決算報告、③令和4 年度事業計画○4予算⑤役員⑥代議

員⑦事務局長）どうもありがとうございました。令和 4年度も

よろしくお願い致します。退任された代議員の皆様、大変お疲

れ様でした。そして継続および新規代議員の皆様には新たにお

世話になります。会長以外の役員は区長さんに就いて頂いてい

ます。皆様お忙しい中ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ役職 お名前 行政区役職 

会長 末永忠典 湯野田区  

副会長 田中 操 上岩屋区長  

副会長 朝日 修 大野原区長 

会計 坂田数夫 俵坂区長  

監事 山口武光 丹生川区長 

監事 吉村辰幸 上不動区長 

総務広報部会長 山口秀夫 下不動区長 

公民館活動部会長 三根正巳 下岩屋２区長  

青少年育成部会長 伊東博幸 下岩屋１区長  

健康福祉部会長 山下 誠 下岩屋３区長 

環境整備部会長 菅田健一 湯野田区長 

地域づくり部会長 山口久義 大舟区長 

(朝市サブリーダー)   宮﨑 晃 中不動区長 

第５号議案 令和 4 年度役員（敬称略） 
令和 4年度定期総会(書面議決)全 7議案が承認されました     

文責：谷山佳世 轟・大野原地区地域コミュニティ ☎＆FAX ４３－３２５６ お読み頂き有難うございます.今年度もよろしくお願い致します. 

令和 4年１０月 9日（日）第１1回轟・大野原地区大運動会  

令和 4年 11 月 20 日（日）オーバー60’ｓグラウンドゴルフ大会 

3 月 24 日（木） 不動地区 GG 愛好会 

 

昨年は満開だった桜も今年は開花まであと一歩でし

たが、不動地区振興会 30 周年記念植樹の桜が立派

に咲きました。GG 愛好会の皆様、自主運営に頭が

下がります。これからも楽しく続けて下さい。  

 

 

第 3号議案 令和 4年度事業計画(抜粋) 

大野原区の地名「苧

お

漬

つ け

」の由来･後日談/見えてきた、ちょっと切ない時代背景 

3 月号で触れた地名の予想、「苧＝からむし」を原料とする繊維産業で栄えたのではないか？この謎に質問者ご本人から

連絡がありました。吉田地区コミュニティ発行の「ふるさと吉田」P.20 に“春日分校昭和 22年修了生”の話として「戦時

中、小学 1.2 年生はカラムシ（の茎）を採取し皮をはいで乾かしてから役場に届けました。カラムシの皮は兵隊さんの服に

なるとのことでした」とあるね、と。・・・「苧漬の由来」の答えかどうかはわかりませんが、華やかな織物産業のロマンを想像し

た私には衝撃の史実を知る結果となりました。道端の葉っぱに見えた切ない時代背景。歴史に学ぶ意義を切に感じまし

た。皆様はどんな想像をされたでしょうか？ 


